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行ったこと

当初の目的

特許（英語）データをより集める

テストコレクションを NIIに要請

集めたデータでプロトタイプモデルを構築

トラブル

様々なトラブルに見舞われ、テストコレクション以外はクリアでき
なかった

GPUのロードの失敗

スクレイピング時のロボット判定によりアクセス拒否される
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ソリューション

GPUマシンについて

今回のトラブルに際して GPUドライバー設定の資料を書いたので
小野田が修了後はそちらを参考にトラブルを対処

スクレイピング時のアクセス拒否

どのような状況か実際に行ってみる

3 / 9



スクレイピングのアクセス拒否回避方法

GPUマシンについて

アクセスが拒否されるということは同じ IPから一定期間中に大量の
アクセスを行ったため, よって以下の解決策が考えれる

プロクシサーバーを噛ませて IPを大量作成

匿名通信システム Torを経由してスクレイプ

静的データを使う（NIIの返答待ち）
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